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を
し
た
の
が
原
因
な
の
か
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
修
理
後
に
さ
ら

に
悪
化
す
る
と
は
、
い
か
に
も
イ
ン
ド
ら
し
い
。
何
と
か
手
術
を

行
え
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。こ
の
技
師
は
、3
年
前
の
ア
イ
キ
ャ

ン
プ
の
際
に
も
担
当
し
た
が
、
手
術
室
か
ら
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が

消
失
す
る
事
件
が
発
生
し
、
要
注
意
人
物
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

手
術
中
の
清
潔
に
対
す
る
意
識
が
低
く
、
手
術
を
妨
げ
る
よ
う
な

突
発
的
行
動
が
あ
り
、
我
々
へ
の
対
応
に
も
問
題
が
あ
っ
た
が
、

柏
瀬
医
師
が
冷
静
に
対
応
し
た
。

ア
イ
キ
ャ
ン
プ
の
結
果
・
成
果

　

外
来
患
者
総
数
は
1
5
4
名
で
、
例
年
の
半
数
程
度
で
あ
っ

た
。
外
来
1
日
目
に
州
議
会
選
挙
が
重
な
り
、
イ
ン
ド
人
患
者
が

少
な
か
っ
た
こ
と
が
主
た
る
理
由
で
あ
る
。
外
来
患
者
を
診
察
し

た
印
象
と
し
て
、
視
力
低
下
に
大
き
く
影
響
す
る
後
嚢
下
白
内
障

患
者
の
割
合
が
高
く
、
成
熟
白
内
障
は
例
年
よ
り
低
か
っ
た
。
片

眼
に
は
既
に
I
O
L
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
患
者
も
少
な
か
ら
ず

い
た
。
白
内
障
以
外
で
重
篤
な
視
力
障
害
を
起
こ
し
て
い
る
病
気

と
し
て
は
、
外
傷
、
加
齢
性
黄
斑
変
性
、
緑
内
障
、
先
天
性
疾
患
、

網
膜
静
脈
閉
塞
、
ぶ
ど
う
膜
炎
、
網
脈
絡
膜
萎
縮
な
ど
が
あ
り
、

視
力
改
善
の
余
地
の
な
い
受
診
患
者
が
外
来
全
体
の
約
1
5
%

を
占
め
た
。

　

手
術
申
し
込
み
は
45
名
で
あ
っ
た
。
2
名
は
収
縮
期
血
圧
が

2
0
0
m
m
H
g
以
上
あ
り
、
降
圧
薬
内
服
後
も
降
下
せ
ず
、

手
術
を
見
送
っ
た
。
そ
の
結
果
、
43
名
43
眼
に
白
内
障
手
術
を
施

行
し
た
。
メ
ジ
ャ
ー
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、
全
員
に
眼
内
レ
ン
ズ
を

挿
入
し
た
。
例
年
よ
り
手
術
患
者
が
減
少
し
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
人

は
例
年
と
ほ
ぼ
同
人
数
の
17
名
で
あ
っ
た
た
め
、
イ
ン
ド
人
受
診

患
者
の
減
少
が
原
因
と
推
測
さ
れ
る
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

4
日
目
の
術
後
診
察
を
終
え
、
D
e
l
e
k
病
院
、
我
々
、

イ
ン
ド
人
の
プ
リ
ー
眼
科
医
、
の
3
者
間
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行

わ
れ
た
。
話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
主
に
三
点
で
あ
る
。
一
点
目
は
、

D
e
l
e
k
病
院
か
ら
の
、
次
回
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
日
程
の
再
変

更
と
手
術
日
増
加
の
要
望
で
あ
る
。手
術
日
が
2
日
間
で
は
短
く
、

例
年
よ
り
も
手
術
患
者
が
減
少
し
た
、
の
が
理
由
で
あ
る
。
州
議

会
選
挙
が
外
来
日
に
重
っ
た
た
め
に
、
手
術
患
者
が
減
少
し
た
こ

と
は
D
e
l
e
k
病
院
側
も
理
解
し
て
い
る
が
、
手
術
件
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
は
強
い
。
固
定
し
て
い
た
日
程
を

今
回
変
更
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
即
答
は
避
け
、
課
題
と
し
て
日

本
に
持
ち
帰
る
こ
と
と
し
た
。

　

二
点
目
は
、
眼
科
の
専
門
知
識
に
乏
し
い
D
e
l
e
k
病
院

側
に
よ
る
、
術
式
の
変
更
：
超
音
波
白
内
障
手
術
（
P
E
A
）
の

再
提
案
で
あ
る
。
P
E
A
を
安
全
に
行
う
に
は
、
高
解
像
度
の

顕
微
鏡
、
高
価
な
超
音
波
白
内
障
手
術
装
置
、
安
定
し
た
電
力

供
給
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
高
コ
ス
ト
に
な
る
（
文
献
に
も
よ

る
が
、
P
E
A
の
コ
ス
ト
は
E
C
C
E
の
約
3
倍
）。
水
晶
体

核
硬
化
の
進
ん
だ
白
内
障
を
安
全
に
手
術
す
る
に
は
P
E
A
よ

り
も
E
C
C
E
が
適
し
、
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
場
で
、
近

隣
施
設
を
超
え
る
レ
ベ
ル
の
医
療
を
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
も

趣
旨
に
反
す
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。
今
回
、
手
術
患
者
全

員
に
I
O
L
を
挿
入
で
き
、
D
e
l
e
k
病
院
の
要
望
は
、

E
C
C
E
に
よ
る
手
術
で
十
分
満
た
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
実

際
、
日
本
人
の
行
う
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
は
非
常
に
高
質
で
あ
り
、
評

判
が
良
い
と
い
う
の
は
、
D
e
l
e
k
病
院
の
院
長
先
生
自
ら

の
言
葉
で
あ
る
。
な
お
、
途
上
国
で
は
現
在
で
も
E
C
C
E
は

P
E
A
と
並
ん
で
主
流
の
白
内
障
術
式
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加

え
て
お
く
。
参
考
ま
で
に
、
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
で
指
導
し
て
き
た

イ
ン
ド
人
眼
科
医
プ
リ
ー
は
E
C
C
E
を
行
う
ま
で
に
技
術
を

外来患者を診察する浅野医師

術後の患者さん。右眼は失明しており、左眼を手術した
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ド
の
山
名
医
師
は
、
早
く
も
車
酔
い
と
眠
気
と
、
日
本
か
ら
続
く

下
痢
と
の
格
闘
に
な
っ
た
が
、写
真
家
と
し
て
の
血
が
騒
ぐ
の
か
、

助
手
席
か
ら
沢
山
の
写
真
を
撮
影
し
て
い
た
。
霧
に
よ
る
低
速
走

行
が
影
響
し
、
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
到
着
し
た
の
は
20
時
で
約
14
時
間

の
旅
に
な
っ
た
。
関
西
組
の
岡
田
医
師
と
藤
川
医
師
は
車
中
、
爆

睡
で
あ
っ
た
が
、
古
寺
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
何
故
か
元
気
そ
う
で

あ
っ
た
。

岡
田
ジ
ャ
パ
ン
の
決
意

　

日
本
人
全
メ
ン
バ
ー
が
初
集
合
し
た
12
月
27
日
夜
、
ア
イ
キ
ャ

ン
プ
開
始
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
岡
田
医
師
か
ら
、

ア
イ
キ
ャ
ン
プ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
外
来
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
大
ま
か
な
予
定
は
、
初
日
に
外
来
、
2
・
3
日

目
に
手
術
、
3
・
4
日
目
朝
に
術
後
診
察
、
4
日
目
の
診
察
後
に

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
D
e
l
e
k
病
院
と
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
あ
る
。
チ
ー
ム
と
し
て
、
例
年
通
り
質
の
高
い
ア
イ
キ
ャ

ン
プ
を
行
う
決
意
を
し
、
皆
で
気
を
引
き
締
め
た
。
柏
瀬
医
師
か

ら
は
「
メ
ン
バ
ー
は
皆
日
本
代
表
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
。
日
本
各
地
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
集
合
し
た
新
生
チ
ー
ム
岡

田
J
A
P
A
N
の
メ
ン
バ
ー
、
医
師
5
名
、
看
護
師
2
名
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
3
名
に
よ
る
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
る
。

ア
イ
キ
ャ
ン
プ
と
役
割
分
担

　

ア
イ
キ
ャ
ン
プ
は
、
前
回
ま
で
と
同
様
、
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府

が
管
轄
す
る
D
e
l
e
k
病
院
で
行
わ
れ
た
。
病
院
と
い
っ
て

も
結
核
病
棟
中
心
の
小
規
模
な
施
設
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員

チ
ベ
ッ
ト
人
で
あ
り
、
眼
科
医
は
お
ら
ず
、
眼
科
助
手
の
テ
ン
ジ

ン
が
勤
務
し
て
い
る
。

　

ア
イ
キ
ャ
ン
プ
初
日
、
病
院
に
到
着
す
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
人
・

イ
ン
ド
人
患
者
が
待
っ
て
い
た
。
人
数
は
例
年
よ
り
少
な
い
。
こ

の
中
に
は
、
D
e
l
e
k
病
院
の
テ
ン
ジ
ン
と
、
近
隣
の
州
立

病
院
唯
一
の
イ
ン
ド
人
眼
科
医
プ
リ
ー
が
、
事
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
で
選
別
し
た
白
内
障
患
者
も
含
ま
れ
る
。
外
来
診
療
の
流
れ
と

役
割
分
担
を
記
す
。
受
付
で
チ
ベ
ッ
ト
人
ス
タ
ッ
フ
が
待
ち
患
者

に
順
番
の
番
号
札
を
渡
す
。
第
一
診
察
室
で
藤
川
医
師
と
私
が
、

チ
ベ
ッ
ト
人
通
訳
と
共
に
手
持
ち
ス
リ
ッ
ト
を
用
い
て
診
察
し
、

白
内
障
手
術
適
応
患
者
の
候
補
を
選
ぶ
。
沼
田
看
護
師
が
手
術
候

補
患
者
の
整
列
・
誘
導
、
追
加
点
眼
に
よ
る
散
瞳
を
行
い
、
患
者

の
流
れ
を
円
滑
に
す
る
。
改
装
さ
れ
た
第
二
診
察
室
で
は
、
岡
田

医
師
が
、
木
村
看
護
師
の
補
助
に
よ
り
、
据
え
置
き
の
細
隙
灯
顕

微
鏡
で
散
瞳
後
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
軽
度
～
中
等
度
の
白
内

障
で
は
手
術
適
応
と
せ
ず
、
進
行
し
た
白
内
障
に
は
、
ご
本
人
と

ご
家
族
の
意
思
を
確
認
し
、
手
術
を
決
定
す
る
。
血
圧
検
査
・
尿

糖
チ
ェ
ッ
ク
の
後
、
柏
瀬
医
師
と
山
名
医
師
、
テ
ン
ジ
ン
眼
科
助

手
が
、
田
宮
さ
ん
の
補
助
に
よ
り
、
角
膜
曲
率
半
径
測
定
と
眼
軸

長
測
定
、涙
道
洗
浄
を
行
う
。安
嶋
さ
ん
は
撮
影
・
記
録
係
を
担
当
。

趣
味
で
映
画
撮
影
を
行
う
山
名
医
師
も
セ
ミ
プ
ロ
級
の
撮
影
を
す

る
。
古
寺
さ
ん
は
、
現
地
と
の
話
し
合
い
や
応
対
、
日
本
人
メ
ン

バ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
を
行
う
。
D
e
l
e
k
病
院

ス
タ
ッ
フ
と
日
本
人
メ
ン
バ
ー
と
の
連
携
プ
レ
ー
は
良
好
で
、
外

来
診
察
や
術
前
検
査
な
ど
が
滞
り
な
く
進
み
、
大
き
な
混
乱
は
な

か
っ
た
。
外
来
終
了
後
に
、
手
術
室
の
準
備
を
す
る
時
間
も
十
分

に
確
保
で
き
た
。

　

2
日
目
は
、
午
前
中
の
み
、
私
と
チ
ベ
ッ
ト
人
ス
タ
ッ
フ
で
外

来
を
行
っ
た
。
私
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ホ
ル
マ
リ
ン
臭
の
す
る

消
毒
後
の
手
術
室
で
準
備
を
進
め
た
。
日
本
と
異
な
る
環
境
で
あ

り
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
時
間
が
か
か
る
。
手
術
患
者
に
は
病
院
ス

タ
ッ
フ
が
散
瞳
を
行
い
、
テ
ン
ジ
ン
が
球
後
麻
酔
を
施
し
た
。
手

洗
い
、
術
衣
・
手
袋
装
用
、
眼
周
囲
皮
膚
表
面
の
イ
ソ
ジ
ン
消
毒
、

ド
レ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
日
本
の
清
潔
環
境
に
近
付
け
た
。

手
術
は
、
例
年
通
り
二
台
の
顕
微
鏡
を
用
い
て
ベ
ッ
ド
二
台
で
行

わ
れ
、
一
台
は
柏
瀬
・
藤
川
医
師
、
木
村
看
護
師
が
、
も
う
一
台

は
岡
田
・
浅
野
・
山
名
医
師
、
沼
田
看
護
師
が
主
に
担
当
し
た
。

田
宮
さ
ん
は
、
ア
ル
コ
ン
時
代
の
経
験
を
生
か
し
、
日
本
か
ら
携

行
し
た
、
A-
定
数
の
異
な
る
3
種
類
の
眼
内
レ
ン
ズ
（
I
O
L
）

度
数
を
素
早
く
計
算
し
た
。
安
嶋
さ
ん
と
古
寺
さ
ん
は
患
者
さ
ん

の
入
退
室
の
介
助
を
行
っ
た
。
沼
田
看
護
師
は
チ
ベ
ッ
ト
人
・
イ

ン
ド
人
患
者
さ
ん
に
日
本
語
で
話
し
か
け
る
大
技
を
披
露
し
、
意

思
疎
通
が
何
故
か
う
ま
く
で
き
て
い
た
。
他
国
で
の
ア
イ
キ
ャ
ン

プ
経
験
か
ら
、
言
葉
を
耳
に
入
れ
る
こ
と
が
有
用
と
感
じ
た
ら
し

い
。

　

日
本
か
ら
携
帯
し
た
手
術
器
具
・
材
料
に
よ
り
、
ア
ウ
ェ
イ

の
地
で
も
安
全
に
白
内
障
手
術
（
自
己
閉
鎖
創
嚢
外
摘
出
術
；

E
C
C
E
）
を
行
っ
た
。
術
者
、
助
手
、
看
護
師
、
介
助
者
ら
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
概
ね
良
好
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
眼
帯
開
放
後
に

は
、
多
く
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。
術
後

に
初
め
て
私
の
顔
を
認
識
で
き
た
患
者
さ
ん
は
、
何
度
も
合
掌
し

て
喜
び
を
表
現
し
て
い
た
。

　

有
償
レ
ン
タ
ル
の
手
術
顕
微
鏡
は
、
手
術
開
始
早
々
、
上
下
微

動
の
み
の
単
純
な
フ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
が
故
障
し
た
。
レ
ン
タ
ル
業

者
の
イ
ン
ド
人
技
師
は
顕
微
鏡
ア
ー
ム
を
分
解
し
、
修
理
を
試
み

た
。
簡
単
に
直
り
そ
う
な
状
態
で
は
な
く
、
結
局
、
一
台
は
フ
ッ

ト
ス
イ
ッ
チ
な
し
で
手
術
を
行
っ
た
。
そ
の
夜
、
技
師
が
再
び
修

理
し
た
が
、
翌
日
は
顕
微
鏡
ア
ー
ム
か
ら
モ
ク
モ
ク
と
煙
が
立
ち

上
っ
た
。
狭
い
手
術
室
に
は
異
臭
が
充
満
し
、
再
び
手
術
を
中
断

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夜
の
修
理
で
基
板
の
回
路
に
は
ん
だ
付
け
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チ
ー
ム
岡
田JAPAN

の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
・
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
宏
規

な
め
が
た
地
域
総
合
病
院

　
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
「
ハ
プ
ニ
ン
グ
」。
第
11
回
ダ
ラ
ム
サ
ラ
・

ア
イ
キ
ャ
ン
プ
を
代
表
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
第
10
回
ま
で
は
12

月
25
～
29
日
の
5
日
間
を
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
実
施
期
間
と
し
て
い
た

が
、
今
回
は
28
～
31
日
の
4
日
間
に
変
更
と
な
っ
た
。
毎
年
の
ダ

ラ
ム
サ
ラ
・
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
を
主
導
し
て
い
た
籠
谷
保
明
前
隊
長

と
川
邨
夫
美
子
看
護
師
が
参
加
で
き
ず
、
現
地
に
精
通
す
る
小
川

康
チ
ベ
ッ
ト
医
が
直
前
に
私
用
の
た
め
不
参
加
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、例
年
に
増
し
て
、出
発
前
の
岡
田
明
隊
長
と
古
寺
瑞
代
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。
遭
遇
し
た
珍
事
は
、
出

発
前
か
ら
始
ま
り
、
顕
微
鏡
発
煙
、
雷
鳴
・
豪
雨
、
寒
波
到
来
、

降
雪
、
断
水
、
地
区
選
挙
、
泥
酔
日
本
人
出
現
、
集
団
食
中
毒
な

ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
様
々
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
中
で
行
わ
れ
た

新
生
チ
ー
ム
岡
田
J
A
P
A
N
の
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
を
報
告
す
る
。

ダ
ラ
ム
サ
ラ
へ
出
発

　

12
月
23
日
、
現
地
へ
の
ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー
と
ハ
ン
デ
ィ
オ
ー
ト
レ

フ
ケ
ラ
ト
測
定
機
器
の
寄
贈
式
典
の
た
め
に
、
柏
瀬
医
師
を
含
む

成
田
組
第
1
陣
3
名
が
日
本
を
出
国
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
機
器

の
寄
贈
が
大
幅
に
遅
れ
、ア
イ
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
に
間
に
合
わ
ず
、

ダ
ラ
ム
サ
ラ
で
他
メ
ン
バ
ー
の
到
着
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
12

月
26
日
午
前
、
成
田
組
第
2
陣
の
沼
田
看
護
師
と
私
が
出
発
。
初

利
用
と
な
る
エ
ア
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
の
デ
リ
ー
直
行
便
は
空
席
だ
ら

け
で
あ
っ
た
。
睡
魔
に
襲
わ
れ
た
私
は
、
横
並
び
の
3
席
を
使
用

し
て
夢
の
世
界
へ
突
入
。
約
7
時
間
の
旅
を
終
え
て
デ
リ
ー
に
到

着
。
メ
ス
類
や
手
術
器
具
が
入
っ
た
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
携
行
し
て

い
る
た
め
、
税
関
で
止
め
ら
れ
る
と
思
い
き
や
、
今
回
は
何
の
お

咎
め
も
な
く
通
過
し
た
。
空
港
及
び
周
辺
施
設
は
改
築
が
進
み
、

砂
利
広
場
に
は
立
体
駐
車
場
が
完
成
し
て
い
た
。
怪
し
い
客
引
き

イ
ン
ド
人
ら
が
出
口
で
待
ち
構
え
る
中
、
旅
行
会
社
の
イ
ン
ド
人

ス
タ
ッ
フ
を
発
見
し
、
デ
リ
ー
市
内
の
常
宿
に
向
か
っ
た
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
か
ら
参
加
の
、
ア
ル
コ
ン
社
の
元
社
員
で
あ
る
田
宮
さ

ん
と
は
夜
10
時
に
合
流
。
一
方
、
同
日
合
流
予
定
で
あ
っ
た
岡
田

隊
長
、
古
寺
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
含
む
関
空
組
4
人
は
、
エ
ア
ー

イ
ン
デ
ィ
ア
の
機
体
が
日
本
に
到
着
せ
ず
、
6
時
間
の
遅
延
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
午
前
中
か
ら
夜
ま
で
関
空
で
待
つ
こ
と
に

な
り
、
デ
リ
ー
市
内
で
合
流
で
き
た
の
は
翌
27
日
の
早
朝
で
あ
っ

た
。

　

関
空
組
が
休
憩
す
る
時
間
は
な
い
。
到
着
早
々
の
6
時
過
ぎ
、

夜
明
け
前
に
ダ
ラ
ム
サ
ラ
へ
の
車
が
出
発
。
デ
リ
ー
か
ら
郊
外
に

か
け
て
濃
霧
が
続
い
て
い
た
。
追
い
越
し
合
図
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
鳴
り
響
く
。
車
や
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
に
は
「
追
い
越
し
に
は
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
せ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
描
か
れ
て
い

る
。
昼
過
ぎ
に
霧
が
晴
れ
る
と
、
イ
ン
ド
人
の
荒
い
運
転
は
本
領

を
発
揮
す
る
。
運
転
技
術
は
神
業
的
で
、
車
線
も
対
向
車
も
構
わ

ず
、
右
側
か
ら
も
左
側
か
ら
も
追
い
越
し
て
い
く
。
前
の
ト
ラ
ッ

ク
が
急
な
割
り
込
み
を
し
て
衝
突
寸
前
に
な
っ
た
時
に
は
、
日
本

人
メ
ン
バ
ー
は
皆
、
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
し
た
。
日
本
人
が
皆
、
急

ブ
レ
ー
キ
に
驚
嘆
顔
を
す
る
と
、
イ
ン
ド
人
運
転
手
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ

し
て
い
た
。
こ
れ
も
イ
ン
ド
文
化
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
初
イ
ン

街中にあるカラフルな体重計



の
変
更
は
混
乱
を
生
じ
る
の
で
元
の
通
り
戻
せ
な
い
か
！
？
」
と

い
う
提
案
（
ク
レ
ー
ム
?
）
を
頂
い
た
。
彼
ら
の
言
い
分
も
分
か

る
が
、
我
々
も
仕
事
を
休
ん
で
ギ
リ
ギ
リ
で
行
っ
て
い
る
と
い
う

事
情
（
都
合
）
も
あ
る
。
対
応
策
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
一
方
で

そ
こ
ま
で
我
々
の
活
動
が
現
地
で
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
自
惚
れ
だ
と
い
わ
れ
て
も
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

第
２
の
変
化
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
は

面
子
が
変
わ
っ
た
と
い
う
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
事
だ
っ
た
。
過

去
10
年
間
、
歳
を
取
っ
て
も
変
わ
ら
ず
い
つ
も
そ
こ
に
居
た
メ
ン

バ
ー
が
そ
こ
に
居
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
痛
感
し
、
そ
し

て
戸
惑
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
隊
に
は
、
い
つ
も
冷
静

沈
着
な
籠
谷
隊
長
を
筆
頭
に
、
岡
田
先
生
、
鉄
人
ナ
ー
ス
川
邨
さ

ん
、
イ
ン
ド
＆
チ
ベ
ッ
ト
人
の
ア
イ
ド
ル
安
嶋
さ
ん
、
偽
日
本

人
（
偽
チ
ベ
ッ
ト
人
？
）
小
川
く
ん
、
事
務
局
長
の
古
寺
さ
ん
と

私
の
7
名
に
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
る
と
い
う
構
成
が
常
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
、
こ
こ
か
ら
籠
谷
先
生
、
川
邨
さ
ん
、

小
川
く
ん
の
主
力
3
名
が
抜
け
た
。
当
初
は
そ
れ
程
、
深
く
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
が
、
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
る
と
3
名
の
偉
大

さ
を
痛
感
す
る
こ
と
に
成
っ
た
。
そ
れ
は
固
定
さ
え
た
メ
ン
バ
ー

ゆ
え
に
阿
吽
の
呼
吸
で
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
は
進
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
お
互
い
が
お
互
い
を
認
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
夫
々
の
仕

事
を
黙
々
と
こ
な
し
て
い
た
。
今
回
も
、
い
つ
も
の
つ
も
り
で
ス

タ
ー
ト
し
た
の
だ
が
、
途
中
か
ら
何
か
が
違
う
！　

で
も
そ
れ
は

何
故
？　

原
因
が
分
か
ら
ず
、
苛
立
ち
と
な
っ
て
表
れ
て
し
ま
っ

た
。
手
術
が
始
ま
っ
て
２
時
間
後
く
ら
い
た
っ
た
こ
ろ
、
は
っ
と

気
付
い
た
。「
あ
！
面
子
が
違
う
ん
の
だ
！
！
」
結
果
と
し
て
、

他
の
メ
ン
バ
ー
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
迷
惑
を
掛
け
て

し
ま
っ
た
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
時
間
と
熱

い
志
を
抱
い
た
チ
ー
ム
岡
田
J
A
P
A
N
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ

の
マ
イ
ナ
ス
を
払
拭
し
て
く
れ
た
。
イ
ン
ド
に
育
て
ら
れ
イ
ン
ド

に
お
礼
奉
公
を
続
け
、
そ
し
て
今
回
初
め
て
イ
ン
ド
式
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
を
経
験
し
た
新
隊
長
『
岡
田
先
生
』、
年
々
凄
ま
じ
い
勢

い
で
手
術
の
腕
を
上
げ
て
い
る
『
浅
野
先
生
』、
手
術
と
い
う
与

え
ら
れ
た
使
命
を
最
後
ま
で
全
う
し
、
健
康
の
た
め
な
ら
死
ん
で

も
い
い
と
い
う
座
右
の
銘
を
語
る
『
藤
川
先
生
』、
イ
ン
ド
人
と

チ
ベ
ッ
ト
人
の
み
な
ら
ず
我
々
日
本
人
の
脳
裏
に
も
強
烈
な
印
象

を
焼
き
つ
け
、
イ
ン
ド
で
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
し
、

ひ
と
皮
も
ふ
た
皮
も
剥
け
た
『
山
名
先
生
』、
ナ
ー
ス
と
し
て
の

数
多
く
の
経
験
と
世
界
を
駆
け
巡
っ
た
行
動
力
を
備
え
、
若
い
メ

ン
バ
ー
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
『
木
村
さ
ん
』、
ほ
ぼ
日
本
語
の

み
で
イ
ン
ド
人
と
チ
ベ
ッ
ト
人
と
会
話
し
、
オ
ペ
室
に
気
持
ち
い

い
雰
囲
気
の
魔
法
を
掛
け
て
く
れ
た
『
沼
田
さ
ん
』、
術
者
の
意

識
と
手
を
止
め
る
こ
と
な
く
的
確
な
眼
内
レ
ン
ズ
情
報
を
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
語
学
力
と
名
演
技
で
12
月
31
日
の
大
晦
日

の
電
車
内
で
酔
っ
払
い
イ
ン
ド
人
を
追
い
払
っ
て
く
れ
た
『
田
宮

さ
ん
』、
年
齢
不
詳
の
若
さ
で
岡
田
J
A
P
A
N
を
陰
に
日
向
に

支
え
て
切
り
盛
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
『
古
寺
大
臣
』、
イ
ン
ド

人
や
チ
ベ
ッ
ト
人
か
ら
そ
の
存
在
を
い
つ
も
気
に
さ
れ
、
た
ま
に

（
？
）外
れ
る
笛
の
音
を
通
し
て
心
の
交
流
を
続
け
る『
安
嶋
さ
ん
』

と
私
を
含
め
た
10
名
が
、
日
本
代
表
と
し
て
胸
に
日
の
丸
を
掲
げ

て
、
熱
い
想
い
で
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
回
の
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
た
今
日
こ
の
頃
、
い
ろ
い
ろ
な

想
い
が
去
来
し
て
い
る
。
2
0
0
0
年
、
波
百
流
の
声
掛
け
に

よ
り
始
ま
っ
た
イ
ン
ド
・
ダ
ラ
ム
サ
ラ
で
の
活
動
は
、
1
s
t

ス
テ
ー
ジ
（
１
つ
の
役
目
）
を
終
了
し
て
2
n
d
ス
テ
ー
ジ
に

入
っ
た
な
あ
と
感
じ
た
。
そ
こ
に
は
参
加
メ
ン
バ
ー
の
変
化
と
い

う
面
も
含
め
た
が
、
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
の
目
的
で
あ
る
「
現
地
の
自

立
」を
目
指
す
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
人
が
抱
え
る
政
治
的
・
民
族
的
諸
問
題
ゆ
え
に
、

こ
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

自
明
の
理
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
も
未
来
永
劫
、
こ
の
ア
イ
キ
ャ

ン
プ
を
続
け
て
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。で
は
、

ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
？
答
え
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
歩
ず
つ
見

え
な
い
答
え
に
向
か
っ
て
前
へ
進
ん
で
行
く
し
か
な
い
、
否
、
私

は
行
き
た
い
。
熱
い
想
い
が
続
く
限
り
。
今
回
も
素
敵
な
経
験
を

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
合
掌
〈
T
a
s
h
i
-
D
e
l
e
k
〉

（
追
記
）
ダ
ラ
ム
サ
ラ
で
の
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
、
現
地
在

住
20
数
年
の
中
原
一
博
氏
の
ブ
ロ
グ
（
2
0
1
1
年
1
月
1
日
）

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。「
チ
ベ
ッ
ト
N
O
W
@
ル
ン
タ
」
と
検
索

す
る
か
、
下
記
の
ア
ド
レ
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
b
l
o
g
.
l
i
v
e
d
o
o
r
.
j
p
/

r
f
t
i
b
e
t
/
a
r
c
h
i
v
e
s
/
2
0
1
1
-
0
1
.

h
t
m
l
?
p
=
2
#
2
0
1
1
0
1
0
1
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ア
活
動
と
言
え
ず
、
趣
味
の
一
つ
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
活
動
に
従
事
す
る
以
前
よ
り
、
果
た
し
て
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
、
大
き
く
言
え
ば
国
際
医
療
協
力
が
何
た
る
か
分
か
る
で

あ
ろ
う
か
。
先
ず
は
〝
何
か
は
分
か
ら
な
く
と
も
〟
現
地
に
赴
く

こ
と
で
、
そ
し
て
働
い
て
、
や
っ
と
分
か
っ
て
く
る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
個
々
人
そ
れ
ぞ
れ
分
か
る
モ
ノ
は
違
っ
て
い
て
良

い
と
思
う
。
私
自
身
、
毎
年
、
違
う
モ
ノ
を
頂
い
て
帰
る
。
10
年

前
の
秋
、ま
だ
お
会
い
し
た
こ
と
も
な
い
籠
谷
先
生
に
電
話
で「
実

の
と
こ
ろ
、
何
を
目
的
と
し
て
何
の
た
め
に
行
き
た
い
か
自
分
自

身
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
。
何
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
も
の
が
そ
こ
に

あ
る
、
と
思
い
ま
し
た
。
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
行
き
を
勧
め
て
下
さ
っ

た
諸
先
輩
方
が
み
な
笑
顔
で
『
岡
ち
ゃ
ん
、
行
っ
て
き
た
ら
？
』

と
お
っ
し
ゃ
る
か
ら
で
す
。」
と
差
し
出
が
ま
し
く
も
申
し
上
げ

た
こ
と
を
ふ
と
思
い
出
し
た
。

　

今
回
も
、
皆
よ
く
働
き
、
そ
し
て
よ
く
笑
っ
て
い
た
。
笑
顔
の

絶
え
な
い
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
で
あ
っ
た
。

　

今
後
も
ダ
ラ
ム
サ
ラ
・
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
の
成
功
を
信
じ
て
い
る
。

　

日
本
代
表
と
し
て
イ
ン
ド
、
ダ
ラ
ム
サ
ラ
で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
す
る
べ
く
、
2
0
1
0
年
12
月
27
日
、
チ
ー
ム
“
岡

田
J
A
P
A
N
”
10
名
が
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
集
結
し
た
。
今
回
で

11
回
目
を
迎
え
た
ダ
ラ
ム
サ
ラ
で
の
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
、

私
が
担
っ
た
1
つ
の
重
要
な
使
命
と
私
が
感
じ
た
2
つ
の
大
き
な

変
化
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

ま
ず
私
が
担
っ
た
使
命
と
は
、
医
療
機
器
の
寄
贈
、
搬
入
で

あ
っ
た
。
私
の
地
元
で
あ
る
足
利
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
50
周

年
、
お
隣
の
佐
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
45
周
年
を
迎
え
て
、
そ

の
記
念
事
業
と
し
て
医
療
機
器
を
寄
贈
し
た
い
と
の
申
し
出
を
受

け
た
。
前
年
、
Z
o
n
a
l
病
院
に
Y
A
G
レ
ー
ザ
ー
の
寄
贈

を
計
画
す
る
も
寸
で
の
と
こ
ろ
で
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
経
験
が

あ
っ
た
た
め
、
今
回
の
申
し
出
は
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
で
、
是

が
非
で
も
成
功
さ
せ
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
万
全
を
期
し
て
先
発
隊
と
し
て
本
隊
よ
り
早
く
、
12
月
23
日

に
水
戸
黄
門
（
私
）
と
助
さ
ん
格
さ
ん
（
安
嶋
さ
ん
＆
木
村
さ

ん
）
の
3
人
が
、
現
地
に
届
く
は
ず
の
印
籠
（
医
療
機
器
）
を
待

ち
わ
び
つ
つ
イ
ン
ド
へ
乗
り
込
ん
だ
。
そ
れ
ら
は
Z
o
n
a
l

病
院
に
Y
A
G
レ
ー
ザ
ー
、
D
e
l
e
k
病
院
に
ハ
ン
デ
ィ
・

オ
ー
ト
レ
フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
搬
入
す
べ

く
24
日
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
到
着
し
、
首
を
な
が
～
く
し
て
待
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
ま
た
し
て
も
・
・
・
・
・
・
医
療
機
器
は
届

か
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
と
日
本
と
の
距
離
は
、
や
は
り
長
か
っ

た
。
ガ
ッ
ク
リ
と
肩
を
落
と
す
も
、
本
隊
が
到
着
す
る
ま
で

Z
o
n
a
l
病
院
の
D
r
.
P
u
r
i
や
M
e
d
i
c
a
l 

s
u
p
e
r
i
n
t
e
n
d
e
n
t
と
の
折
衝
に
時
間
を
費
や

し
た
。
結
果
と
し
て
年
明
け
の
1
月
29
日
、
無
事
に
医
療
機
器
は

現
地
に
到
着
し
、
す
ぐ
に
稼
動
し
て
現
地
の
人
た
ち
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
、
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い

る
。

　

次
に
大
き
な
変
化
で
あ
る
が
、
そ
の
１
つ
目
が
日
程
で
あ
る
。

12
月
23
日
に
出
発
し
25
～
29
日
で
ア
イ
キ
ャ
ン
プ（
外
来
1
日
半
、

手
術
3
日
）、
元
旦
に
帰
国
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
、
12
月

26
日
出
発
、
28
～
31
日
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
（
外
来
1
日
半
、
手
術
2

日
）、
年
明
け
の
2
日
に
帰
る
、
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
わ
っ

た
。
理
由
は
、
日
本
で
の
診
療
を
遣
り
繰
り
し
な
が
ら
参
加
す
る

た
め
に
は
、
こ
の
日
程
の
ほ
う
が
参
加
し
や
す
い
だ
ろ
う
、
と
い

う
考
え
か
ら
だ
っ
た
。
し
か
し
現
地
か
ら
は
「
過
去
10
回
の
ア
イ

キ
ャ
ン
プ
の
経
験
か
ら
、
患
者
も
25
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
ア
イ

キ
ャ
ン
プ
は
ス
タ
ー
ト
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
日
程
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日
本
代
表
〝
岡
田JAPAN

〟　
　

　
　
　
　
　
柏
瀬
　
光
寿

柏
瀬
眼
科

岡田の手術を介助して下さっている浅野先生



　

今
年
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
寺
院
に
、〝
お

詣
り
〟
に
行
か
な
か
っ
た
。

　
「
仲
間
」
を
信
じ
て
い
た
か
ら
、
い
や
正
し
く
は
「
仲
間
と
の
〟

一
体
感
〟」
を
感
じ
て
い
た
か
ら
行
か
ず
と
も
よ
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
９
年
間
で
初
め
て
の
こ
と
だ
が
、
行
こ
う
と
す

る
気
持
ち
が
湧
い
て
来
な
か
っ
た
の
だ
。
同
室
だ
っ
た
浅
野
先
生

も
行
っ
て
は
い
な
い
。
話
題
に
も
上
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
籠
谷
先
生
、

川
邨
看
護
師
と
い
う
、
大
黒
柱
で
あ
っ
た
御
二
人
の
参
加
が
か
な

わ
な
か
っ
た
。
そ
の
環
境
を
嘲
笑
う
か
の
よ
う
に
乾
季
に
も
か
か

わ
ら
ず
豪
雨
、ヒ
ョ
ウ
、停
電
…
な
ん
と
、私
も
浅
野
先
生
も
ヘ
ッ

ド
・
ラ
イ
ト
を
今
回
よ
り
持
参
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
は
成
功
し
た
。
２
日
間
で
43
名
の
患

者
さ
ん
の
手
術
を
無
事
に
終
え
ら
れ
た
。
全
員
に
合
併
症
が
生
じ

る
こ
と
な
く
、
予
定
度
数
の
眼
内
レ
ン
ズ
を
移
植
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
だ
。

　

何
故
だ
か
分
か
ら
な
い
が
、不
思
議
と
不
安
は
感
じ
な
か
っ
た
。

常
連
メ
ン
バ
ー
の
柏
瀬
先
生
や
浅
野
先
生
、
古
寺
さ
ん
と
事
前
に

密
に
連
絡
を
取
っ
た
こ
と
で
、
私
自
身
に
、
初
の
隊
長
任
務
を
全

う
デ
キ
ル
と
い
う
「
仲
間
と
の
〝
信
頼
〟」
が
あ
っ
た
か
ら
な
の

で
あ
ろ
う
。
ど
れ
だ
け
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
や
ら
…
。

　

こ
の
第
11
回
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
の
成
功
は
、
ま
さ
し
く
皆
で
力
を

合
わ
せ
勝
ち
取
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

　

大
黒
柱
で
あ
っ
た
御
二
人
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
を
、
さ
ら
に
発

展
で
き
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

し
か
し
皆
が
楽
し
ん
で
笑
い
、
そ
れ
が
相
手
方
へ
の
幸
福
に
繋

が
っ
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
発
展
で
き
た
か
ど
う
か
は
何
年
か
先

に
誰
か
が
判
断
す
れ
ば
よ
い
こ
と
だ
ろ
う
。
大
き
な
船
に
乗
っ
た

乗
組
員
の
よ
う
な
感
覚
で
あ
ろ
う
か
。
籠
谷
先
生
に
手
渡
さ
れ
た

羅
針
盤
を
使
っ
て
大
海
原
と
い
う
一
年
間
の
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
活
動

を
航
海
す
る
。
針
の
指
し
示
す
先
を
見
据
え
て
、
器
材
や
薬
品
、

計
画
そ
の
も
の
を
準
備
す
る
。
も
ち
ろ
ん
乗
組
員
の
確
保
や
、
船

を
動
か
す
た
め
の
資
金
の
調
達
も
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
船
長
が

例
年
と
違
い
さ
ぞ
や
不
甲
斐
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
今
回
の
航

海
は
乗
組
員
の
類
ま
れ
な
能
力
、
結
束
力
、
そ
し
て
互
い
へ
の
厚

い
信
頼
に
よ
り
無
事
に
目
的
地
に
到
着
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

あ
る
。

　

た
ま
た
ま
自
分
の
身
を
置
き
、
そ
し
て
医
療
に
従
事
す
る
場
所

が
海
外
で
あ
っ
た
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
海
外
医
療
ボ
ラ
ン
テ
イ

　「
仲
間
を
想
う
」　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田 

　
明

公
立
甲
賀
病
院 

眼
科
医
長

ダ
ラ
ム
サ
ラ
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
隊
　
隊
長
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術翌日回診（その場で指数弁の確認も行う）
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